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血清凝集反応                                 

確認培養等による生化学性状から属及び種が決定されたら、次に免疫血清に対する凝集反応に

より血清型を決める。ここでは、腸内細菌及び類似菌（ブドウ糖を分解する菌として、サルモネ

ラ、赤痢菌、チフス菌、腸炎ビブリオ、コレラ菌など）の血清型別検査の方法について述べる。 

なお、病原菌の血清型の決め方は各種診断用免疫血清の説明に従って行う。 

  

 １．血清型の決定 

 

 ２．凝集反応 

 

 ３．H抗原の相の誘導法（相誘導） 

 

  １．血清型の決定 

血清型の決定は各種診断用免疫血清により行う。各種診断用免疫血清と被検菌を混和させたと

き、免疫血清と対応する菌との抗原抗体反応により菌体の凝集塊が生じる。この反応を目視にて

観察することで血清型の決定を行う。被検菌は普通寒天培地や HI 寒天培地等に接種した純培養

菌を用いて凝集反応を行うが、腸内細菌及び類似菌では確認培地のTSI寒天斜面培養菌を用いる

こともできる。 

  

（１）O抗原*1（菌体抗原）、K抗原＊2（莢膜抗原）の型別  

＊1：O抗原の由来 ohne Hauchbildung  ＊2：K抗原の由来 Kapsel 

       

① 被検菌として生菌を用いる場合 

・サルモネラ、赤痢菌、コレラ菌の O 抗原、腸炎ビブリオの K 抗原、チフス菌の Vi 抗原の血

清型を決めるときは、生菌を用いる。 

 

・普通寒天培地、HI寒天培地等に接種した純培養の生菌＊3を使用し凝集反応（スライド凝集反

応）を行う。 

＊3: 生化学性状試験に使用したTSI寒天斜面培養菌を使用すると時間の短縮になる。 

 

②  被検菌として加熱死菌を用いる場合 

・菌体の周囲に形成された莢膜様物質を不活化するために、加熱死菌を用いる。 

・大腸菌、チフス菌のO抗原、腸炎ビブリオのO抗原の血清型を決めるときは、加熱死菌を用

いる。 

・純培養菌を生理食塩水に濃厚接種した浮遊液を作成し、100℃で30‐60分間加熱した加熱死

菌を使用し凝集反応（スライド凝集反応）を行う。 

・加熱温度・時間は菌により異なるので、各種診断用免疫血清の説明に従って行う。 

血 清 型 別 検 査  
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